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皆様こんにちは。本日卓話をいただきます高橋様、広島文教女子大

学の角重学長様、８名のｹﾞｽﾄの皆様、ご来会のお客様、ようこそお

越し下さり、会員一同歓迎申し上げます。 

さて、中国の古典に次のような諺があります。―「霜を踏んで堅氷至

る」。ご承知の通り、霜が降りる前兆を経て、氷が堅く凍って厳冬へと

至る―の意味で、転じて何事も前兆が現われて、その後に実際の出

来事が起きる―の喩えです。 

二日前、２年半ぶりの日中首脳会談の折、北京の人民大会堂で両

首脳が握手をしている顔の表情を見ていると、この諺通り両者はまさ

しく氷の彫刻を見ているような無表情で仏頂面だったのが印象的で

した。つまり、日中関係は尖閣の国有化と靖国参拝という「霜」を踏ん

で、両国の関係は硬く凍てつき、堅氷に閉じ込められて身じろぎす

らできなくなっています。かつて小泉総理が靖国参拝を続けた結果、

日中関係は冷え切って最悪の状態になったことがありましたが、次

期総理安倍氏は、最初の訪問国に中国を選びました。その結果、当

時の温家宝首相は、「氷を砕く」と称えて好意的に迎えて以来、日中

関係は「氷を溶かす旅」へと繋がってゆき首脳同士の往来が復活し

たのです。だがしかし、氷を砕いたはずの安倍氏にもかかわらず、

自らの靖国参拝もあって事態はさらにこじらせる結果となっています。

４２年前、日中国交正常化の際、労を尽くした人たちを、当時の周恩

来首相は、「水を飲むときは井戸を掘った人を忘れない」の名言を残

しましたが、そうした先達の苦労は、今や水の泡と化し、まさに最悪

の氷河期にあるといえます。 

先方を伺えば、政治体制を異にする目の上の瘤のような存在であり、

つきあい辛い国ではありますが、地理的には隣国同士ともなれば、

引っ越すわけにもゆきません。ならば、飲もうにも凍って汲めない井

戸となれば、そこを溶かしてゆく以外に解決策はありません。 

そうした一連のＡＰＥＣの局面を垣間見ていて、ふとﾛｰﾀﾘｰ精神の崇

高さに改めて気づきました。つまり、凍りついた関係を溶かしてゆく

唯一の道は、ﾛｰﾀﾘｰが唱える手に手つなぐ友愛の心をおいて、な

いことを再認識した次第でございます。これにて本日の会長時間を

締めくくります。ご清聴ありがとうございます。 
 

 

 

*２０１５年ﾛｰﾀﾘｰｶﾚﾝﾀﾞｰが出来ました。受付に置いていますので、

お持ち帰りください。 

*ひろしまｲﾝﾀｰﾈｯﾄ美術館より｢新制作絵画展｣の招待券を頂きまし

たので、受付にてお配りしています。 

*ロータリーの友誌（ＢOX配布） 

*会員名簿追加貼りシール（ＢOX配布） 
 

 

 

職業分類会員増強委員会 石井委員長 

例会終了後、委員会を開催します。 

■本日の例会    ２０１４年１１月２０日（木）   第２２０３回 

ロータリーソング 「われら広島北ロータリー」 

来客紹介 ﾛｰﾀﾘｰ家族親睦委員会 

ロータリー財団表彰 

会長時間 

幹事報告 

委員会・同好会報告 

ニコニコ箱 

卓話時間 「新会員卓話」 森  直基 会員 

前回例報告   ２０１４年１１月１３日（木）  第２２０２回

会長挨拶                会 長  河本 浩一 

幹事報告 

連続出席表彰 

委員会報告 
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社会奉仕&青少年奉仕委員会  岡部委員長 

例会終了後、合同委員会を開催します。 

ﾛｰﾀﾘｰ情報委員会  森嶋委員長 

ﾛｰﾀﾘｰ情報研修会参加御礼 

ﾛｰﾀﾘｰ家族親睦委員会  山内副委員長 

１２/２５クリスマス家族会ご案内 

会報ＩＴ委員会  鈴木会員 

ﾛｰﾀﾘｰの友誌紹介 Ｐ７-Ｐ１５財団特集記事 是非ご覧下さい。 
 

 

 

８月の豪雨により甚大な被害を受けた学校法人武田学園に対し

当クラブよりピアノを１台寄贈いたしました。 

本日は武田理事長の代理で広島文教女子大学学長の角重 

始様に例会にお越しいただき、目録を贈呈しました。武田学園

さんからは感謝状を頂戴しました。 

 
 

 
 

 

 

【自主出宝】 

河本会員･中山会員･合田会員･二井本会員･佐々木会員 

高橋様、本日はお忙しい中ありがとうございます。卓話楽しみに

しております。又、広島文教女子大学の角重学長様、そして８名

のｹﾞｽﾄの皆様、ようこそ当ｸﾗﾌﾞにお越しい下さいました。どうぞご

ゆっくりお過ごしください。 

河本会員･中山会員･合田会員･二井本会員･佐々木会員 

ﾛｰﾀﾘｰ情報委員会の森嶋委員長、山内副委員長、そして委員

の皆様、先週の研修会の実施、大変ありがとうございました。参

加ﾒﾝﾊﾞｰの全員にとりまして、大変に良い勉強の場となりました。

感謝を申し上げます。 

ﾛｰﾀﾘｰ情報委員会(中山理事常任委員長・森嶋委員長・岩森委

員・槇殿委員・粟屋委員・山内副委員長) 本日は、財団ﾌﾟﾛｸﾞﾗ

ﾑ１１/６開催のﾛｰﾀﾘｰ情報研修会では、多くの会員に参加頂き、

有意義な勉強会を開催することが出来ました。運営側の準備不

足で判りにくい点も有ったかと存じますが、この経験を糧にして、

今後もっと良いﾛｰﾀﾘｰ情報を委員会として提供する所存です。 

ご参加頂いた会員並びに関係各位に厚く御礼申し上げます。 

久保(豊)会員･丸本会員･下前会員･岡部会員･吉永会員･山内

会員･上田会員･渡部会員 高橋建さん、本日はお忙しい中、卓

話をお引き受け頂き、誠にありがとうございます。楽しみにしてい

ます。 

中山会員･石井会員･菅会員 ｹﾞｽﾄ見学者の皆様、本日は例会

に参加下さり、ありがとうございます。このご縁がﾛｰﾀﾘｰ入会のき

っかけになれば幸いです。 

岸本会員★ 永年連続出席４５年、そして卒寿を迎えるにあたり、

地区から表彰状を頂きました。ありがとうございました。 

髙原会員 ｸﾞﾙｰﾌﾟ６内のｶﾞﾊﾞﾅｰ公式訪問を終えました。これも

偏に会員の皆様の応援と感謝しています。 

森嶋会員 ２５年四半世紀、あっという間でした。これからもよろ

しくお願いします。 

桑村会員 連続出席８年を迎える事が出来ました。これからも北

ﾛｰﾀﾘｰで頑張っていきたいと思いますので宜しくお願いします。 

岩森会員 月曜日より突発性難聴で右耳が全く聞こえなくなりま

した。２週間で治る予定です。それまでは左耳で聞くことになりま

す。お許しください。 

岡本会員 １１月２日に下関海峡ﾏﾗｿﾝに参加しました。結果は３

時間１３分で完走しましたが、練習不足を痛感しました。次は１２

月に防府読売ﾏﾗｿﾝに参加します。 

塩本(能)会員･三保会員 誕生日のお祝いをありがとうございま

した。 

二井本会員 妻の誕生日には美しい花を頂きありがとうございま

した。 

深川会員 先週のﾆｺﾆｺでは発表の折、二人も名前を間違えて

読んでしまいました。杉町さん、山下正司さん申し訳ございませ

んでした。 

 

当日計 54,000 円（内、ｗｅｂ5,000 円） 累計 612,000 円 

★=10,000 円 ☆=5,000 円 ◆=3,000 円 ◇=2,000 円 
 

 

 

『日米野球の違いとカープ』 
 

元広島東洋カープ投手・現野球解説者 

高橋  建 氏 

 

皆さん、こんにちは。高橋建

です。よろしくお願いいたし

ます。 

日米野球の違いを話させて

いただけるのは、ある意味、

カープでは、メジャーに行っ

たのは黒田博樹投手と私だ

けなので、黒田投手が取り

あえず現役選手なので、僕がここでいくら嘘をついても、おそら

く広島では僕のことが正しいと思っていただけるので、日米の話

をさせていただこうかと思っております。 

その前に日米の違いということで、ﾎﾞｰﾙを持ってきました。日本

のﾎﾞｰﾙがﾐｽﾞﾉのﾎﾞｰﾙで、ｱﾒﾘｶのﾎﾞｰﾙがﾛｰﾘﾝｸﾞｽのﾎﾞｰﾙ。こ

れ、ちょっと皆さんに触っていただこうと思って持ってきたんです

けども。実際に触ったらわかると思うんですけども、ﾎﾞｰﾙの質が

まったく違います。ﾎﾞｰﾙの革の質がまったく違う、そして縫い目 

卓話時間 

ニコニコ箱                  ニコニコ委員会 

広島豪雨土砂災害支援事業 
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がまったく違うので、触っただけでわかると思います。これを持っ

てきた理由の一つとして、やっぱり日米野球の違いのなかでもﾋﾟ

ｯﾁｬｰが一番感じるところなんです。日本のﾎﾞｰﾙは比較的しっと

り感があります。なので、投げやすいﾎﾞｰﾙです。ｱﾒﾘｶのﾎﾞｰﾙは

ちょっと乾燥しているﾎﾞｰﾙなので、非常に扱いにくいﾎﾞｰﾙとなっ

ております。 

そういうことがあるので、実はいろんな投手が不正投球をしてい

るという実体があります。ということは、不正投球をしなければ滑

るぐらい、ﾎﾞｰﾙが乾燥していて、滑るということです。 

それが、日本の野球ではﾎﾞｰﾙにしっとり感があるので、あまり何

もつけていない選手が多いように思われたんですけども、最近

ＷＢＣなどでｱﾒﾘｶに行くことも増えていますし、そのせいかｱﾒﾘｶ

からの悪いものも普及してきています。そしてﾒｼﾞｬｰﾘｰｶﾞｰで、日

本人が向こうに行くｹｰｽが多くなったので、日本人のﾋﾟｯﾁｬｰも

最近やたらと触る選手が増えてきたというふうに感じます。日米

の違いということではﾎﾞｰﾙは本当に違うものだと思います。 

そして日米の違いですが、ﾎﾞｰﾙが違う、そしてﾏｳﾝﾄﾞの硬さが実

は違います。 

私は結構ｱﾒﾘｶで結果を残せたほうなんです。日本で防御率、

実は２点台というのは、２軍で一度だけしか経験したことがない

んですけども、１年間しかｱﾒﾘｶでやっていないんですけども、ﾒ

ｼﾞｬｰで３０試合ぐらい投げて防御率が２．９、そしてﾏｲﾅｰでも３０

～４０試合投げて防御率が２．３なんですよね。 

何がよかったのかというと、ﾏｳﾝﾄﾞの硬さが自分には合ったのか

なって気がしました。ｱﾒﾘｶのﾏｳﾝﾄﾞは、もし完投する、１３０～１４

０球、１回から９回まで投げるとします。そうすると、日本の場合は

踏み出した足、私は左投手なので踏み出した右足のところが９ｲ

ﾆﾝｸﾞ投げたら１５cm ぐらいは掘れます。それぐらい軟らかい土を

使っております。 

ただｱﾒﾘｶの場合は、投げ続けても本当に１cm 掘れるか掘れな

いかの、硬い土を使っております。なので、皆さんがよく、外国

人は上体だけで投げているって言う人が多いと思うんですけど

も、それも一つの理由なんですよね。下半身を一生懸命使おう

としても、下が硬くて、下半身に負担が来過ぎてしまって投げら

れないようなﾏｳﾝﾄﾞになっているという、その土の硬さになってい

るということが、一つの理由じゃないかなと思います。私は、掘れ

るところよりも硬いところのほうがよかったようで、向こうではそこそ

この結果が残せた感じがします。 

ｶｰﾌﾟのＯＢで佐々岡さんが今回２軍ｺｰﾁになるんですけども、そ

の佐々岡さんは実は私がｱﾒﾘｶに行く数年前に、ｱﾒﾘｶからｵﾌｧｰ

が来ておりました。 

だけど、行かない理由がいろいろあったのはわかるんですけど

も、その土の硬さの理由もあったと思います。そういうのが、やっ

ぱり佐々岡さんをｱﾒﾘｶに行かせなかった理由だと思います。 

佐々岡さんはおそらくｱﾒﾘｶでやっていたら、たぶん３億円から５

億円とか、そういうお金をいただける、そういうﾚﾍﾞﾙの選手でし

た。日本ではたぶん２億円までしかいただいていない選手だと

思いますけど、向こうだとそういう金額をもらえるはずなのに行か

なかった理由は、やっぱり文化の違いや、そのｸﾞﾗｳﾝﾄﾞの違いや

言葉の違い、そこら辺がやっぱり自分じゃ不可能だと思って行

かなかったのだと思います。 

そして打者、堂林選手、日本では本当にﾊﾟﾜｰﾋｯﾀｰです。当た

ったら右中間に飛ばす力を持っております。堂林選手に取材し

に行って、やっぱりﾊﾟﾜｰは自信あるのかと聞くと、やっぱり自信

ありますと、遠くに飛ばすことに関してはやっぱり秀でているとい

うか、自信を持っているんですということを言っていました。 

ただ、ｹﾞｲﾘｰ・ｼｪﾌｨｰﾙﾄﾞという選手を覚えているでしょうか。ﾔﾝｷ

ｰｽで松井秀喜選手と一緒のﾁｰﾑﾒｰﾄで右ﾊﾞｯﾀｰだったんです

けども、彼のﾊﾞｯﾃｨﾝｸﾞ練習を見たら、あの硬いﾎﾞｰﾙが、ﾋﾟﾝﾎﾟﾝ

球のように打球を飛ばすんですよね。１４０m、１５０m 飛ばすよう

な、打球を飛ばすんです。そこら辺でやっぱり日米の違いを感じ

ました。ﾊﾟﾜｰの違いを感じました。もう圧倒的で、日本人がｱﾒﾘｶ

で、打者が通用しない理由の一つです。ﾊﾟﾜｰですね。それはも

う、全然敵わないのを感じました。 

日本人で、ｱﾒﾘｶで活躍できる選手は、ｲﾁﾛｰ選手や青木宣親

選手。木選手も、ちょうど私が行った年にＷＢＣがありました。第

２回大会の優勝した時です。そのときに、ｱﾒﾘｶのＧＭやｴｰｼﾞｪﾝ

ﾄの人たちがよく言っていました。青木はｱﾒﾘｶに行く気ないのか

な、と私に質問してきました。なんでそんなこと言うんですかって

聞いたら、青木はｲﾁﾛｰのようになれる、ｱﾒﾘｶでも通用するよと。

ただ、ﾊﾟﾜｰはないけども、日本人の良さはそういう、野球をきっ

ちりきっちりできて、そしてﾁｰﾑﾌﾟﾚｰを重んじて、できる選手が多

い。なので、ﾁｰﾑの方向性をしっかり把握してやってくれる人が

多いので、日本人は好まれると言っていました。 

今回、川﨑宗則がﾄﾛﾝﾄ・ﾌﾞﾙｰｼﾞｪｲｽﾞで、ﾁｰﾑ内で溶け込める理

由の一つとして、やっぱりそうやってﾁｰﾑﾌﾟﾚｰを重んじる、そうい

う素晴らしい選手ということがあるようです。 

ﾁｰﾑﾌﾟﾚｰを重んじる日本の野球というのは、向こうでもしっかり

と、本当にﾘｽﾍﾟｸﾄされていて、非常に日本人の選手はどんどん

評価が上がっているのは確かです。 

ただ、先ほど言ったﾊﾟﾜｰに加え、ｽﾋﾟｰﾄﾞがやっぱり違います。私

は日本では左投手では速いほうでした。１５０キロも出したことが

あります。晩年、ｱﾒﾘｶに行く前は３９歳の年だったので、その年

でも速いときだと１４７～１４８キロ投げていました。 

ただ、ﾆｭｰﾖｰｸ・ﾒｯﾂに７～８人いる中継ぎ陣のﾌﾞﾙﾍﾟﾝ陣のなか

で、私は９１ﾏｲﾙから９２ﾏｲﾙ投げられたﾋﾟｯﾁｬｰ、１４５～１４６キロ

の球、投げたﾋﾟｯﾁｬｰが、一番遅いﾋﾟｯﾁｬｰでした。中継ぎ陣のﾋﾟ

ｯﾁｬｰが皆、１５０キロ以上投げております。それぐらいｽﾋﾟｰﾄﾞが

違います。速いﾋﾟｯﾁｬｰだと、大谷翔平投手が昨日１５９キロです

かね、投げていましたけども、そういうﾋﾟｯﾁｬｰが各球団に何人か

いるというのが現実です。 

なので、日米の違い、そうです。ﾎﾞｰﾙの違いもあります。ﾏｳﾝﾄﾞ

の硬さの違いもあります。そしてｽﾋﾟｰﾄﾞの違い、ﾊﾟﾜｰの違い、こ

こら辺がまったく違うなというのを感じました。 

そして、私たちはやっぱりﾛｯｶｰﾙｰﾑ、日本で言うとﾛｯｶｰ、ｱﾒﾘｶ

で言うとｸﾗﾌﾞﾊｳｽ、こういうのを使わせてもらいます。日本の場合

は遠征先に、もし行ったとしたら、遠征先のﾎﾃﾙでﾕﾆﾌｫｰﾑに着

替えて、ﾊﾞｽに乗って、そして球場に行って、試合をして、そこで

ちょっと練習用のﾕﾆﾌｫｰﾑとか出して、そしてﾕﾆﾌｫｰﾑを着て帰

る。 

ｱﾒﾘｶの場合は、自分でﾀｸｼｰに乗って、その現地まで向かっ

て、現地に、ｸﾗﾌﾞﾊｳｽにﾕﾆﾌｫｰﾑが置いてあるんでそこで着替

えて、そしてそこでｹｰﾀﾘﾝｸﾞとかを取りながら練習をして、試合に

望むというかたちなんですけども、日本のﾛｯｶｰというのはお金

が要りませんが、ｱﾒﾘｶのｸﾗﾌﾞﾊｳｽというのは、遠征先でも地元

の球場でも、使う都度、お金を払わなきゃいけません。 

また日本のﾍﾞﾝﾁというのは非常にきれいに使われております。

飲んだらﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙとか、日本人というのはちゃんとごみ箱に捨て

ます。噛みたばこをしている人が、何人かｶｰﾌﾟにもいます。です

が、ごみ箱に捨てるのできれいです。ただｱﾒﾘｶの場合は、ﾍﾞﾝﾁ

のそこら中に捨てるんです。そしてｶﾞﾑも食べて、そこら辺に捨て

ています。そしてﾋﾏﾜﾘの種もそこら辺に捨てています。 

そんな汚く使うのが、私にとっては非常に日本人として不思議で

しょうがなかったです。もっときれいに使わなきゃいけないんじゃ

ないかと思って、ｱﾒﾘｶのある選手に聞いたら、なんでこんな汚く

するんだって聞いたら、こうやって汚くしないと、そこを掃除する

仕事がなくなるだろうと言われました。そこをきれいにする仕事が

なくなると、そいつの仕事がなくなって、それでその人間は働け

なくなる、だから俺たちはそこら辺に捨てているんだという発想だ

ったので、そこら辺がちょっと違うなというか、びっくりさせられま 
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した。 

そこら辺で日米の違いというかね、ﾛｯｶｰもﾍﾞﾝﾁもきれいに使う日

本人と、やっぱり派手に、やっぱりお金を払っているんだから、あ

と、いただいたﾁｯﾌﾟをもらって生計立てる人間がしっかりそこを掃

除するという、そういう生計がなっているんだなというのを、まった

く違う目で見させていただきました。 

ﾌｧﾝの多さも、実はまったく違います。今回ｶｰﾌﾟは１９０万人、観

客動員数が最多。私が入団した２０年前は１００万人入るのがや

っとだった。そして私が入ったときは、ﾔｸﾙﾄと優勝争いをしてい

たんですけども、選手よりﾌｧﾝのほうが少ないんじゃないかという

ぐらい、本当に人気のなかった時期でした。 

それでも今は１９０万人入ってくれるということで、年間１試合につ

き２万人ぐらい、たぶん入っていると思うんですけども、ｱﾒﾘｶはや

っぱり３万人、４万人入っていると思います。 

ﾌﾛﾘﾀﾞにﾏｰﾘﾝｽﾞというﾁｰﾑがありました。そこはﾒｼﾞｬｰの球場であ

りながら、ｱﾒﾘｶﾝﾌｯﾄﾎﾞｰﾙのｽﾀｼﾞｱﾑであるということで、非常に

大きいｽﾀｼﾞｱﾑです。１０万人のｽﾀｼﾞｱﾑです。ｱﾒﾌﾄは、常に１０

万人入るそうです。 

ただ、ﾒｼﾞｬｰの野球の場合は３万人しか入っていないんで、７万

席が空席なんで、非常にお客さん、入っていないようで、それで

も３万人入っているということなので、非常にお客さんの入り、 

そして人気もあるような感じがしました。 

ただ球場の大きさは、やっぱり非常に向こうは大きいですし、そし

て風情があって、いい球場が多いように感じました。ﾏﾂﾀﾞｽﾀｼﾞｱﾑ

が今回できましたけども、ｵｰﾅｰ代行とかがいろいろな球場を見

に行ったそうです。そしてﾖｰﾛｯﾊﾟにも行ったそうです。そのおか

げでやっぱり球場の雰囲気がよくなって、お客さんが入るように

なった理由の一つじゃないかなというのも感じます。 

そして私はﾆｭｰﾖｰｸ・ﾒｯﾂが在籍ﾁｰﾑだったので、ﾆｭｰﾖｰｸ・ﾒｯﾂ

とﾆｭｰﾖｰｸ・ﾔﾝｷｰｽ、これはｻﾌﾞｳｪｲ・ｼﾘｰｽﾞといって、地下鉄でつ

ながっているﾁｰﾑ同士の試合が毎年あります。 

私は運がいいことに、そのときにﾒｼﾞｬｰに上がれたので、そしてﾔ

ﾝｷｰｽﾀｼﾞｱﾑで試合ができたので、ｻﾌﾞｳｪｲ・ｼﾘｰｽﾞを堪能できた

んですけども、すごかったです。ﾊｲｳｴｰが７車線ぐらいあるんで

すけども、全部通行止めにするんですよね。そしてそのﾊﾞｽ３台

の前後に白ﾊﾞｲいてくれて、１００ﾏｲﾙでそのﾊｲｳｴｰを、相手の球

場まで行けるという、素晴らしい一大ｲﾍﾞﾝﾄもやらせていただきま

した。 

そこら辺はもう、日本の野球とｱﾒﾘｶのﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝの持ち方という

か、お祭りとして持ち上げてくれる、そのすごさを感じさせてもら

いました。 

そんなところで日米は終わらせてもらって、ｶｰﾌﾟのことですが、新

しい戦力というのはわからないですけども、今年が一番優勝でき

る時期だったと思ったんですよね。 

ｼﾞｬｲｱﾝﾂがあれほど調子悪くて、阪神もそれほど元気なくて、そ

してｶｰﾌﾟは伸び盛りの選手がいっぱいいるということで、今年、

実は優勝候補に初めて解説者として挙げたんですけども、残念

ながら優勝できませんでした。ましてや３位になってしまったん

で。２位で、ﾏﾂﾀﾞｽﾀｼﾞｱﾑで試合があったら、解説もあって、そし

て東京ﾄﾞｰﾑに行ったら３試合解説があったので、楽しみにしてい

たんですけど。 

ﾃﾞｲﾘｰｽﾎﾟｰﾂのほうでは、よくｺﾞﾙﾌのｺﾗﾑをやっております。ちょ

っと、うまい体で書いているんですけど、実はあんまりうまくないん

で。ただ、そういうところも見ていただきたいなと思います。 

これからも、こうやって解説で頑張っていくので、ＲＣＣならびにﾃﾞ

ｲﾘｰ新聞、よろしくお願いします。 

今日はありがとうございました。 

 

 

 

 

 

１１月１３日（木）の例会を「ゲスト見学例会」として実施したところ８

名の方に例会にお越しいただくことができました。 

ご協力頂いた皆様、ありがとうございました。 

職業分類･会員増強委員会一同 
 

 
 

 
 

 

■出席報告  出席委員会 

２０１４年１１月１３日（木）  会員数 ８５名 

出席 ６１名  欠席 ２４名 

来賓  ２名  来客  ２名  ゲスト ８名 

１０月２３日例会出席率  １００％ 

１０月度平均出席率  １００％ 

■来客紹介  ﾛｰﾀﾘｰ家族親睦委員会 

角重  始 様（広島文教女子大学 学長） 

高橋  建 様（卓話者） 

榎本 暢之 様（広島東） 

岡野 昭三 様（広島東） 

出野 保志 様 

秋山 竜一 様 

中村 浩二 様 

鶴原  学 様 

池久保典也 様 

宮下 佳昌 様 

馬野 恭彰 様 

樽本 陽輔 様 

■次回例会ご案内 ２０１４年１２月４日（木）１２：３０～ 

卓話 年次総会  －次年度理事役員選出－ 

食事 中華 

ゲスト見学例会について 


